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【特集】学びの場としての授業実践
    第２講

「正解」でなく
「納得解」を得させる
公民科の授業
    ～人間としての強みを育むために～

　　　　　　　　　　　髙橋　勝也  

◆著者プロフィール
	 鹿児島県と東京都で 25 年間公立中学校・高等学校

教員を経験し，現在は名古屋経済大学法学部准教授。
ＮＨＫ高校講座「現代社会」番組講師，総務省主権
者教育アドバイザー。

	 著書に『恋ではなく愛で学ぶ政治と経済』（高橋勝
也），高等学校公民科教科用図書『高等学校　現代
社会　一人ひとりが考える自分・社会・世界　新訂
版』（清水書院），中学校社会科公民的分野教科用図
書　『新編　新しいみんなの公民』（育鵬社），など。
経済教育学会会長，日本証券業協会金融経済教育を
推進する研究会委員。

 

　はじめに

　新しい学習指導要領が告示されてから久しい。日
本全国の教師たちは，これをどのように受け止めた
であろうか。「これからの未来を創っていくために，
子供たちにどんな力を育んであげたらいいのかな？」
と考えたに違いない。子供たちから，「将来，自分
が就ける職業は，なくなってしまうのかな？」と問
われたとき，「安心していい。心配しなくてもいい。」
と堂々とした態度を示していくことが，これからの
教師に求められている。何と言っても，毎日の授業
でそのような姿勢や態度でのぞむことが，保護者も
含めた国民的不安の解消につながる。なかには，学
校教育が「オワコン」（終わってしまったコンテンツ）
と評する方々もいるようだが，社会は人と人とのつ
ながりが中心にあっての社会なのだ。これからの公
民科授業は，人間としての強みを育む授業が求めら
れている。 

　本稿では，筆者が現職教員であるときに開発した
公民科における授業実践を２つ紹介する。
　「公共」の目標に掲げられている よりよい社会の
実現を視野に，現代の諸社会を主体的に解決しよう
とする態度を養う  ために開発した授業となってい
る。現代の社会ではダイバーシティが進み，相反す
る意見の相克に直面するケースは増えている。まっ
たく意見がかみ合わなくても， 人々が協力しあうこ
との大切さ を自覚させる授業をしなければならな
い。ある意見ともう一つの意見が，まったく重なり
合うことなく，合意形成が不可能となった場合を考
えてみよう。両者の意見は完全に異なっているもの
の，見方・考え方を変えて，お互いの主張について
ゆずりあえる観点はないかなど，見つけていくので
ある。これからの社会では諸課題に対して，全員が
満足する正解

4 4

を導き出すことは，難しくなるのかも
しれない。複雑な問題を丁寧に見て，様々な角度か
ら解きほぐして，全員が納得できる納得解

4 4 4

を導ける
ようになる力をつける必要がある。紹介する授業実
践では，紙幅の関係上，学習目標などを割愛し，す
ぐに教室で実践できるようにイメージしやすい流れ
だけを示していく。
　個別に，学習指導要領を参考に 合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議論する力を

著者新刊
　『すべての中学生・高校生・
大学生に贈る　みんなが幸
せになる　恋ではなく♡愛
で学ぶ   政治と経済』
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10 Research　2019.4th　特集  学びの場としての授業実践　

養ったり，現代社会に生きる人間としての在り方生き
方についての自覚を深めたりできる学習目標や評価を
設定いただきたい。（下線部は，学習指導要領から引用）

   ケース１ 豊かさを分け合う
	 　　　　　　「経済」を考える

　1.	［教師］　　「今日はあるシミュレーションゲーム
をしながら，経済について考えてみよう！」〔図
表 1〕を提示。「船旅で漂流してしまいました。
このままでは命が危ない。すると目の前に二つ
の国（島）が現れました。君は生き延びるため
にどちらかの国に上陸して，その国の国民になっ
て生きていくしかありません。あなたならどち
らの国民になって生きていきますか？」小グルー
プに分け，議論させる。 〈参考〉生徒の反応としては，
学年や進学実績が高くなるにつれて，平等ではないス

ミス王国を選ぶ生徒が増える傾向にある。 【5分】
　2.	（国民の年収に 800 万の格差がある資本主義社会

の）スミス王国を支持する側と（国民の年収に
格差がない社会主義社会の）マルクス王国を支
持する側に分け，簡易ディベートの形で議論さ
せる。自由に発言できる雰囲気をつくりたい。

	 〈参考〉司会進行を置かず，お互い面と向かい合って議

論させると，活発な雰囲気を醸し出しやすい。 【15分】
　3.	［教師］　　「どちらの国を選択することが正しい

の（正解なの）でしょうか？良いのでしょうか？」
［生徒］　　「どちらとも言えない…。」などの悶々
とした反応が返ってくることが多い。

	 〈参考〉正解を導くことの難しさに，多くの生徒が自ら

気づく。 【3分】
　4.	［教師］　　「国全体を見てみよう。どちらの国が

豊かと考えられますか。」
	 ［生徒］　　「スミス王国である」（合計するとス

ミス王国が 1000 万円，マルクス王国が 800 万
円なので，スミス王国の方がより豊かな生活が
できると見ることができることに気づく。）【2分】

　5.	［教師］　　「では，もう一度問います。あなたは
どちらの国民になりますか。」小グループに分け，
議論させ，発表させても良い。【5分】

　6.	［教師］　　「スミス王国について考えてみよう。
もし，900 万円の年収の人が，100 万円の年収
の人に 400 万円を渡すことができたら，平均年
収が 500 万円になります。」〔図表 2〕を提示。

	

　「そうするとマルクス王国より豊かな国にな
り，かつ，よりよい平等な社会にならないでしょ
うか。」

	 〈参考〉生徒の反応は，ざわつく感じになることが多い。

	 ［教師］　　「みんなが年収 500 万円の国と，みん
なが年収 400 万円の国であるならば，どちらが
いいでしょう。」

	 ［生徒］　　「みんなが年収 500 万円の国に決まっ
ている。」【5分】

　7.	［教師］　　「しかし，スミス王国において 900 万
の年収の人が 100 万円の年収の人に 400 万を行
き渡らせるようにすることはできるのでしょう
か。」

	 ［生徒］　　「そんなことをしたら，900 万の年収
の人がやる気をなくしてしまう。」などのいろい
ろな反応が出てくる。

	 ［教師］　　「資本主義社会で完全に平等にするこ
とは難しそうですね。でも，格差社会といわれ
る社会問題がクローズアップされています。あ
る程度豊かさを分け合うことはできませんか
ね。」小グループに分かれて議論させ，発表させ
ても良い。

	 ［教師］　　「現代の社会において豊かさを分け
合っているようなことはないでしょうか。思い
ついたら，発表してみてください。」　

	 〈参考〉中学校社会科公民的分野での既習事項として，

累進課税制度や生活保護をはじめとする社会保障制度

に気付く生徒がいる。 【5分】
　8.	 まとめとして，「経世済民」について説明する。

［教師］　　「中国の古語であり，『経済』の語源
とも言われている。経世済民とは，世の中を治め，
民を救うとの意味合いがある。社会にはさまざ
まな考えがあり，対立することもあるが，それ

2019リサーチno4秋1022.indd   10 2019/11/07   11:36
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らを治め，お互いに救い合い，みんなが幸せに
なっていけるといい。そのために累進課税や社
会保障の制度は存在しているのではないかな。
どうしていけば世の中を治め，民を救うことが
できるか，これからの授業を通じて考えながら
学んでいこうね！」

	 〈参考〉多くの生徒が納得し（納得解を得て），格差社
会における課題を自らとらえ，探究する方向へ導くこ

とを可能とする。 【5分】＋振り返り【5分】

　ケース２ 高層マンション建設の問題を
	 　　 法と経済で考える

　1.	 国立マンション訴訟に関するマンションを含む
街並み〔写真①〕を提示して，気付いたことを
発表させる。 〈参考〉日照権侵害などと発言す
る生徒はいるが，景観権を侵害する問題にはま
ず，気付けない。 【5分】

　2.	 国立マンション訴訟の東京地裁判決（2002 年
12 月 18 日　景観保護を求める住民側勝訴）と
東京高裁判決（2004 年 10 月 27 日　マンショ
ン建設を進める開発業者側勝訴）の新聞記事を
印刷，配布して，読ませる。【5分】

	 〈参考〉東京地裁判決で開発業者が敗訴し，マンション
上部の部分撤去命令，つまり，完成したマンションの

上層部を切り離して撤去せよという判決が出されたこ

とに，生徒たちはどよめきを起こすほど，驚く。

　3.	［教師］　　「なぜ，住民側と開発業者側で対立が
起きたのか，お互いの幸福について，確認しよう。
住民側が求める幸福には，豊かな環境と景観保
護がありそうですね。開発業者側が求める幸福
には，企業としての利益（マイホーム建設とい
う人々の幸せ）がありそうですね。」小グループ
に分け議論させながら，住民側と開発業者側そ

れぞれの主張を整理する。
	 ［教師］　　「どちらの主張が正しいの（正解なの）

でしょうか？
	 ［生徒］　　「どちらとも言えない…」など反応が

返ってくる。 〈参考〉正解を導くことの難しさに，多

くの生徒が自ら気づく。 【5分】
　4.	［教師］　　「どのようなルールがあったら対立は

生じなかったでしょうか。」小グループに分か
れて議論させ，発表させる。対立をスムーズに
解決できたかという法からの観点で考察させる。
その際，どのようにすることが社会にとって正
しいこと（正義）なのか，考察する段階で一方
の主張だけを取り上げていないか（公正）など
に注目させながら，考察させる。【10分】

　5.	 公開空地（オープンスペース）〔写真②〕を提示し，
気づいたことを発表させる。 〈参考〉都市部では見
られるが，地方では見られないことが多いので，生徒

の実態を考慮して，発言させると良い。

	 建築基準法（総合設計制度）の制定に基づき，
公開空地を設けることができるようになったこ
とを解説する。公開空地により，周辺環境の向
上が住民側に利益をもたらすほかに，マンショ
ンの高さ制限の緩和が開発業者側にも利益をも
たらすため，両者に利益（ダブル・ウィン）の
関係を生み出すことを理解させる。効率的な経
済のしくみを構築することの重要性に気付かせ
る。経済の効率性がもたらすより良く形成する
社会を追究させる。【5分】

　6.	 建築 100 周年事業で復元された東京駅〔写真③〕
を提示する。

	 ［教師］　　「復元された東京駅の建設費用 500 億
円は，どのように捻出されたのか考えてみよう。」
加えて，復元された東京駅と周辺の高層ビル〔写
真④〕を提示する。さらに，建設費用 500 億円

【写真①】　国立マンション訴訟に関する
マンション 【写真②】公開空地（オープンスペース）　【写真③】復元された東京駅
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の捻出方法を検討する。小グループに分
かれて議論させ，発表させる。【5分】〈参
考〉「寄付によって集めた。」などの意見が多い。

　7.	 空中権に関する写真〔写真⑤〕を提示し，
気づいたことを発表させる。空中権が，
地表を離れて地上の空間を利用する権利
であること。3階建ての東京駅における
有り余る空中権を高層ビル開発業者に販
売することで費用を捻出したこと。ＪＲ
東日本，高層ビル開発業者だけでなく，
高額なレント料を支払ってでも高層ビル
に入居する企業さえも利益を獲得することを理
解させる。【5分】

　8.	 利益のトリプル（ＪＲ東日本，高層ビル開発業者，
ビル内の企業）・ウィンの関係を生み出すことで，
効率的な経済のしくみが構築されていくことに
ついて理解させる。経済の効率性がもたらすよ
り良く形成する社会を重要性に気付かせる。

	 ［教師］　　「ある意見（街の美しい景観を保て！）
ともう一つの意見（家族が幸せになるマイホー
ムが重なるマンションを建設せよ！）は，まっ
たく重なり合うことなく，合意形成が不可能と
感じてしまうことがあるかもね。しかし，公開
空地や空中権というシステムを組み入れていく
ことで多くの人が納得して，みんなの幸福をた
くさん増やすことができるはずだよ！」

	 〈参考〉多くの生徒が納得し（納得解を得て），都市に

おける課題を自らとらえ，探究する方向へ導くことを

可能とする。 【5分】＋振り返り【5分】

　おわりに

　筆者は 25 年間，公立中学校・高等学校で社会科・
公民科教員として授業を行い続けてきた。困難校では，
授業すら成立しなかった。しかし，教員の創意工夫あ
る授業には，どんな生徒でも興味・関心を抱くもので
ある。いつの日か，知識注入型授業の実践を捨てた。
それから編み出されたものが，ここで紹介した 2つの
授業実践である。「社会」科の授業なのだから，社会を
考えさせたい。子どもたちに未来社会を創ってもらい
たい。「これからの社会には君の力が必要だ！」と毎授
業で，言い放ってきた。
　ありとあらゆる人間社会では，まったく意見がかみ
合わないことがある。でも，みんなが幸せになったほ
うが良いと，子どもたちは感じているし，わかっている。
その糸口を指し示してあげれば，間違いなく子どもた
ちは自ら学んでいくようになる。　

【写真④】上　東京駅と周辺の高層ビル
【写真⑤】右　空中権に関する写真
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	 『地理から学ぼう　ちばの魅力
　　     　おもしろ半島ちば　第 2 巻』
　・千葉地理学会編集
　・株式会社千葉日報社発行
　・予定価格　1200 円 + 税

　　第 1章　千葉県の特色や魅力の再発見
　　第 2章　県都千葉市の魅力
　　第 3章　京葉・東葛地域の魅力
　　第 4章　北総利根川と印旛香取地域の魅力
　　第 5章　銚子と九十九里・夷隅地域の魅力
　　第 6章　南房総と内房地域の魅力
　　　自然や歴史，産業や社会，生活や民俗などを紹介。

　

　『千葉日報』で毎週水曜日に連載している「おもしろ半島－
ちばの地理再発見－」の紙面が書籍化されます。2013 年に始
まり 275 回（9 月末）を数えました。第２巻には，121 回め
から 240 回までが収録されます。この連載は千葉地理学会の
会員が執筆しています。読者に知ってほしい地元の地理に関
する話題を，中学生にも読んでもらえるように，やさしく記
述しました。
　・おもしろ地名びっくり地名　・イロハニの地名
　・千葉のご当地キャラクター　・多彩な素掘りのトンネル
　・不思議なバッテン　など，120 のおもしろトピックス。
　国際的にも大きな話題となった「チバニアン」，この連載が
きっかけとなり多くの観光客が訪れている「濃溝の滝」など
話題の内容が満載です！！

新刊
紹介
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